
どんな小さな声でも
必ず県政に届けます！
皆さんのご意見、ご要望を私にお伝えください。
できるだけ、期待にお応えいたします。

プロフィール
昭和30年9月9日金沢市内で生まれる。　現在69歳。
地元の市立十一屋小学校、野田中学校、県立金沢泉丘高校か
ら早稲田大学政経学部に学ぶ。卒業後、森喜朗代議士の秘書となり、
政治と地方議員の役割を学ぶ。「青年の政治参加」をスローガンに、昭和58
年金沢市議会議員選挙に最年少記録27歳での初当選。
平成3年石川県議会議員に初当選、令和5年連続9期目当選。
家族は妻と2人家族。（長男、次男夫婦独立）
平成20年、第89代石川県議会議長に就任。これまでに、県監査委員など、現
在は日韓友好促進議員連盟会長、自民党では石川県連副会長などを務める。
過去に、幹事長（2度）、政調会長、組織広報本部長、青年局長などを務めた。 ひもの義昭事務所

よしあき

〒921-8116 金沢市泉野出町2丁目7-18

https://www.facebook.com/himonoyoshiaki 詳しい情報満載！
ぜひご覧下さい。

現在のおもな役職（抜粋）

●石川県都市計画審議会委員
●石川県音楽文化協会常任理事
●石川県障害者スポーツ協会 会長
●日本保育協会石川県支部・日本保育推進連盟顧問
●金沢自衛隊友の会顧問
●石川県サッカー協会顧問
●長坂台及び十一屋校下町会連合会相談役

076-241-7744
【FAX】 076-241-4764 info@himono-yoshiaki.jp

ひもの義昭 検 索ホームページはコチラから
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　昨年元日の能登半島地震は県内に甚大な被害をもたらしましたが、復旧・復興にあたっては、これまで国、県、
市町の懸命な努力で進められてきたものの、いまだ先行きは長いとの印象です。重い荷物を課せられたままの
状態が続き、一体いつになったら、心が休まる日は来るのでしょうか。そんな中、馳知事は今年に入り「復興元
年」という言葉を使っていますが、みんなで能登のことを決して忘れずに、創造的復興を目指していかなければ
ならないと考えます。さて、今夏の参議院選挙でも、自民党には厳しい戦いが続きそうです。
自らまいた種でありますが、誠心誠意、有権者の思いに耳を傾けて宮本周司さんの勝
利を目指したいと思います。
　ご指導の程、宜しくお願い申し上げます。

住んで良かった、これからも住み続けたいと思える街に！

「石川・金沢」の発展に
「経験と刷新力」を活かして、
全力で頑張ります！！

義昭よしあき

石川県議会議員

ひもの
充実！！「福祉・障害者施策」

「スポーツ・教育・国際交流」
「安心・安全・医療」

経
験
プ
ラ
ス

刷
新
力

●いしかわ観光振興議員懇話会 会長
●石川県山林協会理事
●金沢日曜野球連盟顧問
●金沢保護司会理事
●石川県馬事振興協会 会長
●石川県調理師会顧問
●平和町連合町会相談役

泉丘
高等学校

ココス

金沢南
郵便局

カジマート
キリン堂

長坂一丁目金沢市
総合体育館

泉野出町

泉野出町南

長坂三丁目

長坂

ひもの義昭
事務所

ローソン

22 長坂台
小学校東

金沢泉丘
郵便局

山側
環状
線

夏の季節号

2025年

お気軽にお立寄り、
ご連絡ください

国会議員の
ポスターが目印です

令和6年2月定例会予算委員会質疑

貧困対策、食育、子供たちの健やかな成長、もちろん子育て支援少子化対策にも学校
給食は必要。特に義務教育の一環であり、物価高騰、厳しい財政の折でも、多くの自
治体が給食への支援を積極的に行っています。一日も早い小中学校での全国一律の
制度化の実現に向けて頑張ります。

学校給食の全国一律無償化実現を！

これからも公約実現に全力で取り組みます！！

宮本周司参議院議員と新年互礼会で

「給食は地産地消で無償化できると良いですね。農水省の予算も充てられないかな？」
これは石破総理談です。

第40回記念予告
トロピカーナ・
ビアパーティ
2025.7.30 18：30～ 金沢東急ホテル

今年のゲストの尾藤いさおです

皆さん本当にありがとうございました！
3月１６日金沢ゴーゴーカレースタジアムにおい
て、生憎の肌寒い雨模様の中でも、7000名を超
える観客で最後まで大いに盛り上がりました。
ご支援ご協力に感謝。

石川ラグビーでつながる実行委
員会は3月に金沢市で開催した能
登復興祈念・オール早慶戦の収益
から100万円を寄せた。（北國新
聞より抜粋）

能登復興祈念
全早慶ラグビー

全早慶戦ラグビー開会式で県協会長としてあいさつ
令和６年石川県ラグビー協会初練習会 老若男女が集う

石川県ラグビーフットボールのボランティア活動（門前町にて）

申込受付中。お問合せはひもの事務所まで。

ひもの義昭 友の会では

を開催！

映画会

ボウリング大会
5/24（土） 10：00～石川県立美術館

11/16（日） 9：00受付　レジャラン藤江

石川県スポーツ優秀選手表彰式（ボッチャの選手の皆さんと）石川県スポーツ優秀選手表彰式（ボディビルの選手の皆さんと） いしかわ特障害者スポーツ体験会別支援学校

「石川ラグビーで
つながる実行委員会」

スポーツに頑張る皆さんを応援しています！スポーツに頑張る皆さんを応援しています！

島津実行委員長らと

ふるってご参加を！



日々の活動をご覧ください　皆さんありがとうございます

お正月恒例の家族兄弟の顔合わせ（孫が4人）

これまで県議会議員として9期34年間、県議会最多の114回質問（本会議場）に立ち、
知事をはじめ執行部に提案、実行を求めてきました。

奥
能
登
の
４
病
院
の
再
構
築
を
能
登
の
復
興
の
象

徴
に
す
べ
き
。

◎
知
事　

奥
能
登
公
立
４
病
院
機
能
強
化
検
討
会

に
お
い
て
、空
港
付
近
に
は
新
病
院
、既
存
の
４
病
院

は
サ
テ
ラ
イ
ト
医
療
機
関
と
位
置
づ
け
、奥
能
登
の

医
療
体
制
を
再
構
築
す
る
。

災
害
で
苦
労
し
て
い
る
皆
さ
ん
に
、一
日
で
も
早
く

展
望
を
伝
え
る
こ
と
が
肝
要
。

人
材
養
成
施
設
の
整
備
に
向
け
、若
手
人
材
の
育
成

や
魅
力
発
信
が
重
要
だ
。

◎
知
事　

地
震
と
豪
雨
の
二
重
被
害
に
よ
り
、若
い

作
り
手
た
ち
が
将
来
に
不
安
を
感
じ
て
お
り
、産
地

の
消
滅
が
危
惧
さ
れ
る
。極
め
て
重
大
な
転
換
点
を

迎
え
て
お
り
、構
想
策
定
委
員
会
に
自
ら
も
参
加
し

て
、2
0
2
7
年
度
に
は
開
設
を
目
指
す
。

「
漆
芸
の
聖
地
」と
し
て
、官
民
一
体
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
と
て
も
有
効
と
な
る
。

◎
知
事　

今
後
と
も
国
と
連
携
し
な
が
ら
、能
登
の

創
造
的
復
興
に
資
す
る
高
規
格
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
に
向
け
取
り
組
む
。

国
宝
指
定
に
向
け

て
は
、ど
の
よ
う

な
方
針
で
ど
こ
ま

で
進
ん
で
い
る
の

か
？

◎
知
事　

専
門
家

を
交
え
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
。羽
咋
市
と

連
携
し
な
が
ら
、文
化
財
的
価
値
を
広
く
県
民
に
伝

え
、さ
ら
な
る
地
元
の
機
運
醸
成
に
取
り
組
む
。

昨
年
9
月
議
会
で
の
稲
村
議
員
へ
の
答
弁
で
は
、令

和
6
年
度
中
に
結
果
を
だ
す
と
の
こ
と
で
あ
っ
た

が
、文
化
庁
と
の
協
議
は
進
ん
で
い
な
い
。

老
朽
化
が
進
む
消
防
学
校
の
移
転
先
に
つ
い
て
の

所
見
を
問
う
。

◎
知
事　

総
合
防
災
拠
点
は
優
先
度
が
高
い
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、様
々
な
情
報
を
勘
案
し
た
う
え

で
、方
向
性
を
決
め
た
い
。

知
事
は
移
転
先
を
今
年
度
中
に
と
明
言
し
て
い
た
。

一
日
で
も
早
く
課
題
を
洗
い
な
お
し
て
、検
討
委
員

会
で
最
適
と
評
価
さ
れ
た
二
日
市
用
地
で
の
地
元

要
望
に
応
え
よ
。

総
合
防
災
拠
点
で
は
県
内
消
防
本
部
の
中
核
で
あ

る
金
沢
市
消
防
本
部
と
日
常
的
な
連
携
が
必
要
で

あ
り
、併
せ
て
一
層
の
人
事
交
流
も
必
要
。

加
賀
藩
前
田
家
伝
来
の
資
料
を
収
蔵
す
る
尊
経
閣

文
庫
の
誘
致
を
も
う
一
度
進
め
よ
。

◎
知
事　

尊
経
閣
文
庫
の
名
品
に
県
民
が
触
れ
る

機
会
が
増
え
て
き
て
い
る
。新
た
に
前
田
家
19
代
当

主
と
な
っ
た
利
宜
氏
と
最
近
の
文
化
立
県
石
川
の
取

り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
、率
直
に
話
を
す
る
機
会
を

設
け
る
こ
と
か
ら
始
め
る
。

二
の
丸
御
殿
の
整
備
が
始
ま
っ
た
が
、こ
こ
へ
の
移
転

の
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
。

地
震
な
ど
の
理
由
に
よ
り
利
用
者
数
が
落
ち
込
ん

で
い
る
が
、経
営
支
援
策
は
。

◎
知
事　

国
の
補
助
事
業
を
活
用
し
、2
0
2
5
年

度
か
ら
の
10
年
間
で
総
額
７４
億
円
の
維
持
費
を
負

担
、同
時
に
「
能
登
地
域
公
共
交
通
協
議
会
」で
は

再
構
築
計
画
を
取
り
ま
と
め
る
。

能
登
復
興
を
推
し
進
め
る
た
め
に
は
、将
来
に
わ
た

る
安
定
的
な
運
航
の
確
保
が
必
要
。

働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
に
向
け
て
の
具
体

的
な
施
策
を
示
せ
。

◎
知
事　

こ
れ
ま
で
全
国
に
例
を
見
な
い
網
羅
的
、

具
体
的
な
施
策
を
定
め
た
「
い
し
か
わ
子
ど
も
総

合
条
例
」を
よ
り
、マ
イ
保
育
園
や
プ
レ
パ
ス
な
ど
先

駆
性
の
あ
る
施
策
を
推
進
。

少
子
化
対
策
の
上
で
も
、さ
ら
な
る
子
供
の
医
療
費

を
軽
減
す
る
必
要
が
あ
る
。

プ
レ
ミ
ア
ム
パ
ス
ポ
ー
ト
の
対
象
が
子
供
一
人
家

庭
に
も
広
が
る
こ
と
を
評
価
。

◎
知
事　

対
象
世
帯
は
約
5
万
か
ら
9
万
世
帯
に
。

企
業
訪
問
な
ど
に
取
り
組
み
な
が
ら
運
用
開
始
に

向
け
て
協
賛
企
業
の
協
力
を
仰
い
で
よ
り
使
い
や
す

い
も
の
に
す
る
。

大
切
な
こ
と
は
協
賛
企
業
に
も
少
子
化
問
題
に
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
。

ト
ッ
プ
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ス
リ
ー
ト
の
発
掘
事
業
の
具
体

的
な
進
め
方
に
つ
い
て
は
。

◎
知
事　

国
の
ハ
イ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
と
県
独
自
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
て
、効

果
的
な
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ス
リ
ー
ト
の
隠
れ
た
才
能
を
発

掘
し
て
い
き
た
い
。

既
に
才
能
を
発
揮
し

て
い
る
選
手
へ
の
支

援
が
中
心
に
な
り
が

ち
で
あ
る
が
、マ
ル
チ

ス
ポ
ー
ツ
の
観
点
か

ら
の
様
々
な
競
技
を

経
験
す
る
中
か
ら
、選

手
発
掘
が
必
要
。

公
立
中
学
校
で
の
部
活
動
の
地
域
移
行
が
石
川

県
内
で
は
遅
れ
て
い
る
の
で
は
。

◎
知
事　

県
教
委
、市
町
教
委
、地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
、競
技
団
体
な
ど
関
係
者
と
協
力
し
、生
徒
が

多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
る
環
境
が
確
保
で
き
る
よ

う
、学
校
部
活
動
の
地
域
展
開
に
取
り
組
む
。

部
活
動
の
地
域
移
行
は
、教
員
の
働
き
方
改
革
に
も

通
じ
て
お
り
、県
の
一
層
の
積
極
的
な
関
与
が
求
め

ら
れ
る
。

災
害
時
を
含
め
て
代
読
・
代
筆
支
援
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
す
べ
き
。

◎
知
事　

こ
れ
ま
で
の

支
援
者
養
成
事
業
の
修

了
者
を
派
遣
す
る
事
業

を
新
た
に
制
度
化
す
る
。

石
川
県
視
覚
障
害
者
協

会
が
独
自
に
行
っ
て
き

た
事
業
だ
が
、能
登
地

震
災
害
時
に
は
派
遣
費

用
の
捻
出
が
で
き
ず

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。

の
と
里
山
街
道
の
4
車
線
化
が
実
現
に
！

奥
能
登
が
希
望
と
夢
を
描
け
る
展
望
に
つ
い
て

の
と
鉄
道
へ
の
支
援
策
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
先
進
県
石
川
を
目
指
せ

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
い
て

視
覚
障
害
者
へ
の
支
援
策
に
つ
い
て

石
川
の
魂
で
あ
る
輪
島
塗
の
再
興
に
つ
い
て

の
と
里
山
街
道
の
4
車
線
化
に
つ
い
て

妙
成
寺
の
国
宝
指
定
に
つ
い
て

尊
経
閣
文
庫
の
誘
致
に
つ
い
て

令
和
７
年　

第
1
回
当
初
定
例
議
会

いしかわけん社交料飲組合災害募金贈呈
中田周三杯飛び込み大会報告、石川県水泳
協会（副会長）横山委員長らと 石川県観光大使の保科有里さん石田社長らと

石川県音楽文化協会の新役員皆さんと 石川県LPガス協会知事陳情に同行 石川元気応援隊「ジャンピン」関係者と談笑

パラスキー西村選手知事表敬

県視覚障害者協会の要望立ち会い

河合楽器のピアノ贈呈（県庁19Fに設置）
自民党北信越ブロック大会懇親会にて
県連幹事長としてあいさつ 自民党女性局、青年部局北信越ブロック会議にて地方の意見を述べる

自
民
党
県
連
幹
事
長
と
し
て
の
代
表
質
問
。今
回
で
1
1
4
回
目
の
議
場
で
の
質
問
と
な
り
ま
し
た

が
、金
沢
市
内
の
懸
案
事
項
を
始
め
、能
登
半
島
地
震
、豪
雨
災
害
へ
の
復
旧
、復
興
対
応
な
ど
、さ
ら

に
は
県
政
全
般
に
わ
た
っ
て
馳
知
事
を
始
め
執
行
部
に
質
し
た
。（
質
問
は
抜
粋
）

宇夛金沢市議（薬連顧問 弥生校下在住）

質
問
の
終
わ
り
を
、拉
致
問
題
で
結
び

ま
し
た
。

先
日
金
沢
で
開
催
を
さ
れ
た「
拉
致
問
題
を

考
え
る
国
民
の
集
い
」で
は
、家
族
会
代
表
の

横
田
拓
也
さ
ん
の「
我
が
事
と
思
っ
て
ほ
し

い
」と
の
切
々
と
し
た
訴
え
が
胸
に
響
き
ま

し
た
。姉
で
あ
る
め
ぐ
み
さ
ん
と「
一
緒
に
草

原
に
寝
転
が
っ
て
空
を
見
る
」と
の
お
母
さ
ん

の
夢
が
一
日
も
早
く
か
な
う
こ
と
を
切
に

願
っ
て
全
て
の
質
問
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相撲中学横綱片桐恭晟君は鳥取城北
高校に進学。金沢大会での活躍を期待

石川県薬剤師会が、今年度、能登半
島地震での教訓を踏まえ、導入する
モバイルファーマシーは、大規模災
害時に県内外の被災地に薬剤師と共
に速やかに赴き医薬品の供給などの
活動を行います。平時においても、総
合防災訓練や学校の出前事業など
で防災意識の向上を図ります。
今後の活躍を期待！

石川県でもモバイル
ファーマシー導入実現！

昨年来、総裁選挙、解散総選挙を始め何
かと忙しい毎日でしたが、能登半島地震
対応や各種選挙、青年女性局や政調会活
動など精いっぱいその役割を全うするこ
とができました。1年間の皆様のご指導
とご協力に心より感謝申し上げます。

初めて鼎談形式での県政報告でしたが、宮本周司参議院議
員を中心に小森卓郎代議士からは、金沢駅前や日銀跡の再
開発、さらには北陸新幹線米原問題などについて、率直な考
え方を伺い知ることができ、約150人の皆さんからは、一方
的にお聞きするより、分かり易かったなどの感想をいただき
ました。終了後には馳知事も出席いただき懇親会を行い、意
見交換が行われました。
次回は5月18日(日)午後4時から野町地区(西検番)ゲスト
小森代議士、宮本参議院議員、25日(日)午後5時から十一
屋地区(平和町会館）ゲスト馳知事で開催予定。

自民党石川県連幹事長

ひもの義昭 県政報告会

薬剤師会会長らとモバイルファーマシーの要望

4月26日（土）金沢ニューグランドホテル

小森代議士、宮本参議院議員との鼎談でした 懇親会では馳知事からも祝辞

日々お世話になっている小森耳鼻咽喉科医院
名誉院長の小森貴先生にもご来場いただきました
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